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1.は じめ に
認知言語学(cognitivelinguistics)の進展 に伴 い、言語 の恣意性(arbi-
trariness)よりもむ しろ類像性(iconicity)が注 目を集め るよ うにな って き
た。例 えば、 「線状 的類像性(語 順 と事 象の継起 関係 の対応)、記号 の有 標性
(形態的有標性 と概念的有標性 の対応)、対称性(統 語的対称性 と事 象の概念化
におけ る対称性 の対 応)、近接 性(統 語構造 の統合性 の強 さ と事 象問の 因果性
の強 さの対応)」(大堀,2002:318)などは文法 におけ る類像性 で あるが、 オ
ノマ トペ(onomatopoeia)は、音 形(sound)と指示物(referent)の聞 に





近代言語学 の祖 であるFerdinanddeSaussureは、音形 と指示物の関係 は
恣 意的(arbitrary)であ る として、音形 と指示物 との有契 的(motivated)
あるいは類像 的(iconic)関係 を示すオ ノマ トペの存在 を敢 えて無 視 した。 し
か し、 この考 えに全 ての言語学者が同意 してい たわけではな く、例 えばOtto
Jespersenは、 オノマ トペに見 られ る有 契性(motivation)あるいはi類像 性
一29一





現在 では、音形 と指示物 の関係 の議論 は、恣意的か有契的かの両極端 で はな
く、大抵 の場合 は恣意的であるけれ ども有契的な場合 もある、 という妥当 な見






オノマ トペ、なか で も音象徴(soundsymbolism)は、事物 を生 き生 き と
生々 し く、情感豊かに描写す るのに適 しているため、特 に詩や児童文学 におい
て多用 されている。本稿 では 「音表徴素(phonaestheme)によって、英米童
謡詩では、字義通 りの意味(literarymeaning)の上に喚情的意味(emotive
meaning)が重 ね られてい る」 とい う筆 者の仮説 を検証す る。
2.オ ノ マ トペ の 下 位 区 分
オノマ トペ は、狭義には擬 音語、擬声語 を指す用語であるが、広義 には、擬
態語、擬情語、音象徴 も含 めて指す用語 として理解 されている(擬 態語や 擬情
語 の場合 は、厳密 には共感覚表現(synaesthesia)である)。
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し か し、 言 語 学 的 分 析 の た め に は 、 音 象 徴 と そ れ 以 外 も の を 区 別 し て 考 察 す る
必 要 が あ る。Ullmann(1962:84)は、 オ ノ マ トペ を 一 次 的 オ ノマ トペ と二 次
的 オ ノ マ トペ に 区 分 し、 一 次 的 オ ノ マ トペ を 擬 音 語 や 擬 声 語 に 、 二 次 的 オ ノ マ














Ullmannの言 う二次 的オ ノマ トペか らは、特定の意味 を伝 えると感 じられ
る単 音(phone>や子 音群(consonantcluster)とレ・う下 位 形 態 素(sub-
morpheme)が取 り出せ(例 えば、/i/,/a/,/o/,/g1/,etc.)、それ らは音
象徴 を引 き起 こすいわば音表徴素(phonaestheme)とで もい うべ き働 きを し
ている。
一般 に、子音(consonant)や子音群 による音表徴素 は、語頭や 語尾 に最 も
よ く表 れ て動 作 や 状 態 を表 し、母 音(vowel)によ る音 表 徴 素 は 強 勢
(stress)が置か れ、漠然 と大小、遠近、 明暗の よ うな程度 を表す と考 えられ
てい るが、 この ことは音表徴素 が頭韻(alliteration)、脚韻(rhyme>、母音
押韻 ・類音反復(assonance)に深 く関わるこ とを示 して いる。 また音表徴素
は、読者 に喚 陦的意味 を伝 える役 目を果た してい る。筧(1993:128-129)は、
音表徴素 による喚情的意味について、次の ように述べている。
更に、 テニ ソンの 「王女(Princess)」の中の抒情的な数行 は、[r/1]と
い う流音、 そして[m/n]の 鼻音、 さらに[m/b]の 両唇音が交錯 して




特に、童謡詩 では、論理的 な意味 よりも、喚情的意味に重点が置かれ るこ と
が 多 く、 どの音標徴素 に どの喚情的意味が対応す るのか判断するには、 ある程
度客観 的な基準が必要 である。
3.音 表 徴 素 の 解 釈
音表徴素 は音象徴 の構成素 である。英語 は、 日本語 ほ どには、擬音語、擬態
語の地位 は確立 していないが、 その代 わ り音表徴素 はよ く利用され、 日本語 の
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擬音語、擬 態語が果たす役割に近 い役割 を果た してい ると考 え られ る。
英語では音 を表す語 は音象徴 的要素[i.e.音表徴素]か ら構成 されている
傾 向があ り、……音 を表すすべ ての英語語彙 は、英語 話者 によって指示音
の類像 的模倣 であ ると見 なされる。 日本語 では、喚情的な機能 はオ ノマ ト
ペ語彙 の中に組み込 まれてい ると感 じられ るので、 この ような傾 向は英語
ほ どではない。……英語 では、音象徴的要素 と喚情的な意味の結びつ きに
よって、オノマ トペ語彙 であ るとい う印象が得 られ るが、英語の中で独 立
したステー タスを持つ もの として、明確 に定義づけた り、首尾一貫 して認
識 した りす るこ とはで きない。([H守他,1999:213)
しか し、 どの単音、 どの子音群 が、 どのような喚情的意味 を伝 えているのか
とい う解釈 は主観 的な ものにな らざるを得 ない。Ullmannは語義 や文脈 に よ
って、 オノマ トペ に意味が与 え られ る と説明 して いる(Ullmannはオ ノマ ト






語義や文脈 に左右 され ない喚情的意味 の分 析 を行 うために は、Leech(1969:
100)が"thegenerallyagreedsymbolicrangeofasound"と述べ た よう
な、 ある程度客観 的な音表徴素 の基準が必要 である。
4.音 表 徴 素 の 喚 情 的 意 味
Leech(1969:98)は、音表徴素 を分析 す るための基準 として、音色 の 「硬
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さ/軟 ら か さ 」 と響 き の 「弱 さ/強 さ 」 を挙 げ 、 更 に 音 色 が 軟 か ら硬 へ の 印 象
を 与 え る順 に 子 音 を 並 べ た リス ト を示 し て い る 。(Leechは 、 音 表 徴 素 を オ ノ













こ の リス トか ら、 軟 ら か い 音 色 を 持 つ 子 音 は 、 流 音 や 鼻 音 の よ う な 有 声 音 で あ
る こ とが わ か る。 ま た 彼 は 、 母 音 は 響 き と結 び つ い て お り、 「開 い た 」 感 じ/






Leech(1969)は、 具 体 的 に 、 ど の 音 表 徴 素 が どの よ う な 喚 情 的 意 味 と結 び
つ くか ま で は 述 べ て い な い が 、 田 守 他(1999)は 、 日 英 語 に 共 通 し て み ら れ
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る音 表 徴 素 と 喚 情 的 意 味 の 対 応 を 調 査 し、 語 義 、 文 脈 、 主 観 的 判 断 な ど に あ ま
り左 右 さ れ な い 、 普 遍 性 の 高 い 音 表 徴 素 の 解 釈 を提 示 して い る(例 え ば 、 ブ ク
ブ ク とbubble、ギ ラ ギ ラ とglareとい う 日英 語 の ペ ア で は 、 両 者 共 に/b/が
鈍 い破 裂 音 を、/gl/が輝 き と い う 喚 晴 的 意 味 を 表 し て お り、/b/,/gl/は普 遍
性 の あ る 音 表 徴 素 で あ る と判 断 で き る)。 以 下 に 、 田 守 他(1999:126-151)に
よ る 音 表 徴 素 と喚 情 的 意 味 の 対 応 例 を示 す(日 本 語 例 は 筆 者 。 日本 語 で は 「オ
ノ マ トペ(大 抵 は 反 復 形)+普 通 語 彙 」 の 型 が 、 英 語 で は 「音 表 徴 素 を組 み 込
ん だ 特 定 語 彙 」 が 用 い ら れ る傾 向 に あ る)。 ま た 、 音 表 徴 素 と して の 子 音(群)
は 語 頭 と語 尾 に 、 音 表 徴 素 と し て の 母 音 は 強 勢 の あ る位 置 に 現 れ る傾 向 が あ る
(母音 に は 二 重 母 音 も 含 ま れ る が 、 そ の 場 合 は 分 解 し て(i.e./ai/=/a/+
/i/)処理 す る 。
① 母 音
/a,?平 べ っ た い 感 じ の 音 や 動 き(e.g.flap,flatten,mash,slam,slap,
smack,smash,spank,splat,squash,thwack)cf.パン、 パ カ ッ.
/i,j/甲高 い 音(e.g.beep,scream,screech,shriek,shrill,squeak,whine,
yelp)cf.ピン 、 チ ン、 キ ン 、 キ ュ ン;一 直 線(e.g.string,strip,rip,
slit,snip)cf.ピン、 ピ リ ッ、 シ ャ ン.[田 守 他(1999)は 、 こ の 意 味 で
の 事 例 が 少 な い の で 、 普 遍 性 に は 疑 問 を 抱 い て い る 。]
/u/小 さ な 丸 い 穴 、 突 出 し た 感 じ(e.g.mouth,pout,protrude,snoot,
snout,spew,spout,tube,tumescent)cf.プッ、 チ ュ ッ、 プ リプ リ、 ブ
ク ブ ク.
/e/下 品 な 感 じ、 不 適 切 さ、 嫌 悪 感(e.g.belch,fleck,fret,mess,peck,
retch,squelch,welsh,wreck)cf.ペコペ コ、 ベ ロ ベ ロ 、 ゲ ボ ッ .
/o/丸 い(e.g.bow,coil,cone,corona,droplet,globe,halo,orb,ova1,
pore,revolve,roII,rotate,vortex,whor1)cf.コロ コ ロ 、 ポ ロ ポ ロ;小
さ い(e.g.blot,bob,dot,hop,mottle,plop,pop,slot,splotch,toss)
cf.ポ ト リ、 ポ タ ポ タ.
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② 子 音(有 声 音 は 、 鈍 さ 、 強 さ 、 否 定 的 感 情 を 、 無 声 音 は 、 鋭 さ 、
弱 さ を 表 す 。)
/p,b/破 裂(e.g.bang,blast,bomb,boom,burst,pop)cf.ボン 、 ボ ン;
打 撃(e.g.baste,batter,beat,belt,bop,box,burnp,pelt,pound,
pumme1,punch)cf.パン 、 バ ン;緊 張(e.g.bulge,pinch,press,pull,
push)cf.ピン 、 ビ ン ビ ン;活 発 さ(e.g.bark,blab,blare,blurt,
brash,bustle,patter,pep,plash,plunk)cf.パチ ャ パ チ ャ、 バ チ ャ バ
チ ャ.
/t,d/打撃(e.g.dab,daub,drum,dump,tap,tramp,tread,tromp,trot,
trudge)cf.トン トン 、 ドン ドン.
/k,g/喉 の 音(e.g.cluck,cough,crackle,guffaw,gabble,gag,gargle,
gasp,giggle,gobble,gripe,groan,grouse,growl,grumble,grunt,
gulp,gurgle,guzzle)cf.コン コ ン 、 ゴ ロ ゴ ロ 、 グ ッ と く る;硬 い 表 面 と
の 接 触(e.g.clag,clang,clank,click,clink,clip-clop,clunk,conk)
cf.カチ ャ 、 ガ チ ャ;衝 撃(e.g.clap,clash,clomp,clout,club,collide,





イ ス イ 、 ズ ル ッ 、 シ ュ ッ;静 け さ(e.g.shush,smother,soft,sough,
stifle)cf.シーン 、 シ ン シ ン 、 ゾ ー ッ 、 シ ュ ン;摩 擦(e.g.simmer,
singe,sizzle)cf.サク サ ク 、 ザ ク ザ ク、 シ ャ リ シ ャ リ;開 始(e.g.
scoot,spew,spurt,squirt,strew)cf.始(シ);停止(e.g.slap,
smack,snip,spit,splat,stop,swat)cf.終(シュ ウ).[開 始 と停 止 に
つ い て の 日本 語 の 対 応 例 は な い が 、 日本 語 化 し た 漢 字 の 音 に は 見 い だ せ
る。]
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/h/吐 息(e.g.ahem,hem,hiccup,hiss,honk,hooray,hoot,how1,hub-
bub,huff,hustIe)cf.ハッ、 ホ ッ;不 確 定 さ(e.g.hazy,hedge,hesi-
tant,hint,hover)cf.ノ丶ラハ ラ、 ヒ ラ ヒ ラ.
/m/不 明 瞭 さ(e.g.mask,maunder,maze,mire,morass,rnuffle,mum-
ble,murky,murmur,muzzle)cf.マゴ マ ゴ す る 、 モ ン モ ン と す る;正
体 不 明(e.g.mash,meddle,melt,merge,mesh,mess,mingle,mix,
mob,mulch,mush)cf.モヤ モ ヤ し た;共 鳴(e .g.bam,boom,bump,
clomp,drum,romp,stomp,strum)cf.ウム 、 フ ム;抑 制(e.g.moan,
mollify,moo,mull,munch)cf.ムラ ム ラ、 ム ッ と す る.
/n,U/共 鳴(e.g.bang,bong,bohk,clank,clink,clunk,conk,din,ding,
plink,ring,twang)cf.ドボ ン 、 ボ ー ン.
/w/人 間 や 動 物 の 発 す る声(e.g.wail,weep,whew,whimper,whine,
whinny,whistle,whoop,woof)cf.ウォ ー 、 ワ ー ッ .
③ 子 音 群(日 本 語 の 場 合 に は 、 「子 音+子 音 」 の 組 み 合 わ せ が 用 い ら
れ な い 制 約 が あ る 。)
/f1-/素早 い 動 き(e.g.flap,flare,flash,flee,flicker,flinch,fling,flip,
flirt,flog,flop,flounce,flurry,flush,'flutter,flux,fly)cf.フ ラ ッ と
よ ろ め く;ゆ っ く り し た 動 き(e.g.float,flood,flow)cf.フラ リ と現 れ
る.
/gl-/輝き(e.9.glare,gleam,glimmer,glint,gliSten,glitter,glOSSy,
glow)cf.ギラ ギ ラ;視 覚(e.g.glance,glimpse)cf.ギョ ロ ッ.
/sw-/前後 左 右 の 動 き(e.g.sway,sweep,swish)cf.,ソ ワ ソ ワ 、 サ ワ サ ワ.
/sk-/摩擦(e.g.scoop,scrabble,scrape,scratch,scribble,scrub)cf.サ
ク サ ク.
/sn-/人間 の 発 す る声(e.g.sneeze,snicker,sniffle,snigger,snooze,
snore)cf.うん と も ス ン と も.
/-rl/回転(e.g.swir1,twir1,whirl)cf.クル リ、 ス ル リ.[こ れ は 、 田 守 他
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(1999)では扱 われ ていないが、 日英語に共通の音表徴素 と考 え られ るの
で、 ここで取 り上げた。]
実 際には、音表徴素 は様 々に組み合わせ て用 いられ るため、 もっ と多様 な形
態 と喚情 的意 味 の結 びつ きが 見 られ る(例 えば、/bl-,-bl/膨張、/kr-/粉
砕、/・mbl/転倒、/-mp/衝撃、/skr-/軋み、/s1-/滑らか さ、/spl-/水しぶ
き、/st-/直立、etc.)。どこまで この結びつ きを認め るか は難iしい問題で ある
が、無制 限な認定 には問題が ある。本稿では、 ここに挙 げた音表徴素 をテ クス
ト分析 の一応の基準 とす る。
5.英 米 童 謡 詩 の 分 析
従来、音表徴素の解釈 は、語義、文脈、主観 に依存 した瞹昧な もので あった。
例 えば、志子 田(1980:158-159)は、Popeの詩 を次の ように分析 して い る。
Popeはここで詩 人たちにたい し、 「音は意味 とひび き合 うようにすべ き
である」 と忠告 してい る。換言すれば、rhythmを含 めて音 と意味 との有
機的 な結合 を説いてい るのである。……た とえば、
SoftisthestrainwhenZephyrgentlyblows,
では、西風 が穏やか に、 ときには速やかにあるいはゆった りと吹 く様 子が、
[s]音や[f]音 の使 用、な らびに大部分短母 音か ら成 る語群 に交 えて、
`strain'と`blows'に含 まれ る2つ の二 重母音 の使 用に よって表 現 されて
い る。 〔斜 字体 は原文 のまま。〕
しか し、音表徴 素の分析 には、 ある程度客観的な根拠が必要である。以下 で、
3編の英米童謡詩 を取 り上 げ、 その背後 にどの様 な喚情的意味が表現 されてい










この詩は、各行最初 の単語 か ら、1行 目/b/、2行 目/p/、3行 目/k/、4
行 目/e/とい う音表徴素 が検 出で きる。/b/,/p/は快活 さ、/k/は硬 い面 と
の接触、/e/は下品 さ、 を表す。河野訳では、喚情的意味が擬態語(和 訳下線
部)で 上手 く表現 されているが、 「恥 ずか しくないの」 は 「恥 ずか し くね えの
かい」 といった野卑 さを考慮 し訳出すべ きであ ろう。 この詩か らは、 「活発 で








この詩 は、最 後の行 を除いた各行 で同音反復 や類音反復 が見 られ、1行 目
/i/,/w/、2行目/p/,/d/、3行目/p/,/t/,/k/とい う音表徴 素 が検 出
できる。/i/は甲高 い音、/w/は人の声、/p/,/t/は軽 い打撃音、/d/は重 い
打撃音/k/は硬 い面 との接触、 を表す。河野 訳では、和 訳下線部 に擬 音語 を
用 いてい るものの、子 どもの妖精 が甲高い歓声 を上げて走 り回る様、 階段 を2
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階へ1階 へ と駆 け上が り駆け下 りる様 、扉の鍵 をカチャカチ ャする様 などは、
全 く訳 出されていない。 しか し、英詩 を朗読すれば、「甲高 く(/i/)にぎや か











この詩 は、 ほ とん どの行 で同音反復が観察 され、第1連 の1行 目/i/、2行
目/p/、3行 目/n/、4行 目/i/、第2連 の1行 目/m/、3行 目/n/,/m/、
4行 目/i/とい う音表徴素 が検 出で きる。/i/は一 直線(つ ま り緊張)、/p/は
緊張、/n/は反響 、/m/は抑圧、 を表 す。 この詩 は、か な り抽象度 が 高 く、
河野訳では喚情的意味が まった く訳出 されていない(お そら く、 そ うす るこ と
はほ とん ど不可能 であ ろう)。しか し、音表徴素 の分析 によって、 この詩 か ら、
「張 りつめた(/i/)緊張 が(/p/)こもって(/n/)息を殺 して いる(/m/)」
とい う喚情的意味が感 じ取 られる。
以上、非常 に簡単ではあ るが、音表徴素 を手掛か りに、字義通 りの意 味の背
後にある喚情 的意味の分析 を行 った。本稿 で扱 った 日英語 に共通す る音表徴素
の喚情的意味は、両言語の系統 が全 く別個 の ものであ るだけに決 して偶然 では
な く、人間の認知能力に普遍的な心理的実在 を持 った必然 と考 えるのが 妥当で
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あ る。言語の本質 は音声であ り、音声の持つ類像性 には もっ と注意が払 われ る
べ きであるが、 その意味で、人間言語 に普遍的な心理的実在 を持つ音表徴素 の
研究 は、今後、言語の類像性(恣 意性 の対立軸)の 解明 に貢献す る有力 な分 野
だ と考 えられる。
6.お わ りに
本稿 では、あ る程度普遍性 のある音表徴素 を手掛か りに、3編 の英米童謡詩
の分析 を試みた。 その結果、 「英米童謡詩 では、音表徴素 によ り、字義通 りの
意味の上に喚情的意味が重ね られて いる」 という筆 者の仮説 には、多少 の妥当
性が あることが立証 された と思 う。 しか し 「どこまでが子音群 に よる音表徴素
として認め られるのか」 とい う問題 や 「分析の基準 となる音表徴素 はこの まま
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